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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月22日(2010.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　膵島β細胞をインビトロで骨髄細胞と培養することを含有してなる、膵島β細胞を培養
する方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法により膵島β細胞を培養することを含有してなる、インビトロで
膵島β細胞を増殖する方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法により膵島β細胞を培養することを含有してなる、膵島β細胞の
生存能力を増大し、膵島β細胞の機能を改善し、及び／又は膵島β細胞の形態を改善する
方法。
【請求項４】
　膵島β細胞を持続期間培養する、請求項１～３に記載の方法。
【請求項５】
　持続期間が少なくとも３０日、少なくとも６０日、少なくとも９０日又は少なくとも１
２０日である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　膵島β細胞を骨髄細胞と培養することが、骨髄細胞の非存在下で培養された膵島β細胞
と比較すると、膵島β細胞の生存能力を増大し、膵島β細胞の機能を改善し、及び／又は
膵島β細胞の形態を改善する、請求項１～５の何れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　膵島β細胞の機能を基礎インスリン分泌試験又はグルコース誘導インスリン分泌試験で
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測定する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　膵島β細胞の生存能力の増大、機能の改善、及び／又は形態の改善が持続期間の間に達
成される、請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　膵島β細胞を骨髄細胞と培養することが、骨髄細胞の非存在下で培養された膵島β細胞
と比較すると、膵島β細胞のアポトーシスを減少させる、請求項１～８の何れか一項に記
載の方法。
【請求項１０】
　膵島β細胞を骨髄細胞と培養することが、骨髄細胞の非存在下で培養された膵島β細胞
と比較すると、膵島β細胞からのサイトカインの放出を減少させる、請求項１～８の何れ
か一項に記載の方法。
【請求項１１】
　サイトカインがＩＬ－１βである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　膵島β細胞を骨髄細胞と培養することが、少なくとも１つの内分泌細胞に特異的な遺伝
子の発現を増大する、請求項１～８の何れか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　内分泌細胞に特異的な遺伝子が、ＧＣＧ（グルカゴン、α細胞遺伝子）、ＩＮＳ（イン
スリン、β細胞遺伝子）、ＳＳＴ（ソマトスタチン、γ細胞遺伝子）、β細胞膵臓及び十
二指腸ホメオボックス１（ＰＤＸ１又はＩＰＦ１）、ニューロジェニン３（ＮＧＮ３）、
ペアードボックス遺伝子６（ＰＡＸ６）、膵島－１（ＩＳＬ－１）、ｖ－ｍａｆ筋腱肉腫
癌遺伝子ホモログＡ（ＭＡＦａ）、及びＭｉｓｔ１に対する転写因子よりなる群から選ば
れる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　骨髄細胞とインビトロで培養された膵島β細胞を含有してなる、医薬組成物。
【請求項１５】
　骨髄細胞とインビトロで培養された膵島β細胞及び骨髄細胞を含有してなる、医薬組成
物。
【請求項１６】
　糖尿病を治療するための、請求項１４又は１５に記載の医薬組成物。
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